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コビ

12 
年

起

日
月
羽
田

福
島
空
港
の
滑
走
路
を
現
在
の

2
，
0
0
0れ
か
ら

2
，
5
0
0
Mに
延
長
す
る
拡
張
工
事
が
什
月

日
日
に
着
工
。
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
福
島
空
港
南
側
(
北
須
釜
地
内
)
の
工
事
現
場
で
、
安

全
祈
願
祭
と
起
工
式
が
行
わ
れ
、
会
場
を
移
し
て
祝
賀
会
も
関
か
れ
ま
し
た
。
滑
走
路
延
長
は
、
現

在
の
滑
走
路
か
ら
西
側
へ

1
2
0
M平
行
移
動
し
た
場
所
に
新
設
さ
れ
、
南
側
(
本
村
分
)
に

5
0

0
れ
延
長
す
る
も
の
で
、
平
成
ロ
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

建
設
工
事
共
同
企
業
体
(
鹿
島
建

設
・
大
林
組
・
佐
藤
工
業
)
に
よ
る

安
全
祈
願
祭
が
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
南

側
高
台
の
工
事
現
場
で
行
わ
れ
、
運

輸
省
や
県
、
地
元
の
玉
川
村
と
須
加
賀

川
市
の
関
係
者
約
瑚
人
が
出
席
。
神

事
で
は
依
藤
栄
佐
久
知
事
、
山
石
村
敬

逆
輸
省
航
空
局
飛
行
場
部
長
、
小
針

康
敬
玉
川
村
助
役
、
藤
田
忠
男
須
安

川
市
助
役
が
ク
ワ
入
れ
し
、

工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

県
に
よ
る
起
工
式
で
は
佐
藤
知
事
が

っ
開
港
後
、
短
期
間
で
拡
張
工
事
に

着
工
で
き
た
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
さ
ら
に
福
島
空
港
の
将
来

『
、
.

工
事
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

運
航
し
な
が
ら

拡
張
工
事

新
し
い
滑
走
路
は
、
現
在
の

2
，

o
o
o灯
滑
走
路
の
西
側
に
1
2
0

れ
平
行
移
動
、
南
側
に
5
0
0
れ
延

長
す
る
形
で
新
設
さ
れ
、
幅
を
回
日

広
げ
て

ω灯
に
し
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
離
発
着
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
i
ミ
ナ
ル
ピ
ル
側
に
平
行

誘
導
路
も
新
設
さ
れ
ま
す
D

工
事
は
、
現
滑
走
路
で
運
行
を
続

け
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
新
滑
走
路
が
品
世

完
成
す
る
と
現
在
の

2
，

o
o
b
語

習
疋
路
は
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。
総
事

起

業
費
は
約
2
7
0
億
円
で
、
今
年
度
震

は
約
2
5
0
万
立
方
灯
分
の
造
成
工

事
や
、
防
災
調
節
池
3
ヵ
所
の
設
置
、

進
入
灯
橋
り
ょ
う
工
事
用
道
路
の
建

設
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

地
権
者
ら着
工
祝
う

工
事
現
地
で
の
起
工
式
の
後
、
須

賀
川
市
の
翠
光
苑
で
、
福
島
空
港
国
際

空
港
化
促
進
協
議
会
に
よ
る
拡
張
事

業
の
起
工
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
福
島
空

港
地
権
者
会
な
ど
関
係
者
約
3
0
0

人
が
出
席
し
、
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

同
空
港
国
際
空
港
化
促
進
協
議
会

長
の
高
木
須
賀
川
市
長
代
理
の
藤
田

構
惣
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

担
世
紀
の
本
県
の
発
展
の
基
盤
と
な

る
よ
う
全
力
を
つ
く
し
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
橋
本
空
港
建
設
事
務
所

長
か
ら
事
業
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
岩
村
航
空
局
部
長
は
「
2
，

5
0
0
M
が
完
成
す
る
と
、
人
、
も
の
、

情
報
や
文
化
の
交
流
が
活
発
化
し
、

幻
世
紀
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
!
ク
づ
く

り
に
大
き
く
役
立
つ
」
と
平
沼
起
夫
運

輸
大
毘
の
祝
辞
を
代
読
。
続
い
て
佐
藤

知
事
ら
関
係
者
に
よ
り
模
擬
発
破
の

ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
、
発
破
が
点
火
す

る
と
同
時
に
2
台
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

が
動
き
、
く
す
玉
も
割
ら
れ
て
盛
大
に持
¥

忠
男
助
役
が

「県
内
の
産
業
、
経
済
、

文
化
な
ど
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
3
，
0
0
0
れ
級
滑
走
路
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
佐
藤
知
事
と
山
口
勇
県
議
会

議
長
か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
同
協

議
会
副
会
長
の
関
根
清
寿
平
田
村
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
り
、
出

席
者
は
待
望
の

2
，
5
0
0
M
滑
走

路
着
工
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。

ト ¥平成平成
17年度 22年度

旅 名古屋 212 I 236 

客

数大阪 562 I 625 

要
_，--、、

一人千
福岡 212 235 

予 年

計 1 ，422 1 ，580 

現1
航空貨物

( t /年)
7，239 8，229 

¥ 
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igsくし望号
l駅置

玉川村チーム、善戦及ばずc
村の部14{J立/総合60位

解図式であいさつをする
溝井賢一郎監督(小高)

関根勝夫
(北須釜・学法石川|高1年)
28分19秒

ふるさとへの熱い患いと希望を一本のタスキでつなぐ、第7口市町
村対抗福患県縦断駅伝競走大会(路鞄j.ふくしま駅伝)が11月19己、

白河総合運動公園陸上競技場から福富市の県庁前までの15区間、 1 0 

2・5キロのコースで行われ、県内88市町村が参加し快晴の下健脚を

競いました。

玉川村チームは、 6時間5分49秒のタイムで総合60位。村の部では

14包でした。総合優勝はいわき市で2度目。町の部iま船引が2連覇、

村の部では飯舘が4連覇を達成しています。

」事'
iノ 納町守駅伝費尭定夫会

今
回
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
に
際
し
、

皆
様
に
は
何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
D

選
手
た
ち
は
8
月
の
結
印
式
以
来
、
週
2

回
の
合
同
練
習
と
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

み
、
日
月
四
日
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
は

石森真書
(山小屋・ 須釜中3年)
19分01秒

大竹良光
(岩法寺・泉中3年)
23分23秒

石森 猛
(山小屋-須釜中3年)
29分57秒

小林勝員IJ
(竜崎-泉中3年)
18分56秒

番
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
に
全
員
が
力
の
限
り
走

り
、
無
事
1
0
2
・
5
キ
ロ
を
完
走
で
き
た
こ

と
は
、
選
手
た
ち
の
頑
張
り
と
皆
様
方
の
暖

か
い
ご
声
援
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤田貴裕

(小高ー学法石川高2年)
30分34秒

鈴木景子
(中ー泉中2年)
15分56秒

小針正光

(北5貢釜・東京精工)
35分23秒

草野敏史
(岩法寺・学法石)11高2年)
37分01秒

70.:1' 
s!!/ 
刀
抗
(
72/i 

st! 
73Fti 
s!l 

レース終3後、玉川村チーム選手団集合。「ごくろうさまでした川
鈴木文子
(南須釜・須釜中3年)
15分27秒

我妻広弥
(山小屡・県立石}II高1年)
32分46秒

74.3 
st! 

4 

75人のランナー力の限D走った!
5 



年末年始のごみ収集は次のとおりです。

-燃えるごみの収集は毎週、火曜日と金曜日に行われていますが、

平成 7年12月29(金)と平成8年1月2日(火)の収集は休みます。

聞燃えないとみ(危険物)の収集は、泉地区12月25日(月)、須釜地区

12月26日(火)に行い、平成8年1月1日(月)と 1月2日(火)の収集

は休みます。

迷惑をお掛けしますが、 ご協力よろしくお願いします!!

*亙昼fJ[![}0[![J
l I r自分の健康は

7 

自分の手でj

11月21日、村保健センターで{ょっばの会J
わたり

と宮城県亘理町の食笠活改善推進員の交流会

が開かれました。

交流会では活動状況を報告後、会員らの手
したつづみ

作りによる[カボチャまんじゅうjに舌鼓を打

ちながら、活発に憲男交撲が行われました。

創立30年の歴史を持ち、幅広い活動を展開

している亘理町食笠活改善推進員(15名)との

交流会は、私たち会員に大変有意義な交流と

なりました。

今年もまた数多く

の麦援、応憶がありました。泉婦人会
(吉田和寺会長)やょっぱの会(双呈
不二枝会長)の方々が選手たちに食事

を振る舞うなど、地域の皆さんによる
応援の輪が広がっています。ありがと
うございました。

6 



平成7年12月

一みなさんからの話題を

おまちしています一

• Dミピ~@7ス.
IN 
K患がむ

広報たまかわ

• 
万
全
で
す
日

園
役場企画調整課

広報係まで

雪
の
備
え

除
雪
安
全
祈
願
祭
式
/
出
発
式

雪
の
季
節
を
前
に
福
島
空
港
・

除
雪
車
庫
前
で
、
除
雪
安
全
祈
願

祭
と
除
雪
車
両
の
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
空
港
管
理
事
務
所
や

玉
川
村
、
各
土
木
事
務
所
、
い
し

か
わ
施
設
敷
地
管
理
事
業
協
同
組

合
な
ど
除
雪
関
係
者
が
出
席
。
作

業
の
無
事
故
安
全
を
祈
願
後
、
芳

賀
福
島
空
港
管
理
事
務
所
長
か
ら

城
野
い
し
か
わ
施
設
敷
地
管
理
事

業
協
同
組
合
理
事
長
に
除
雪
車
の

鍵
が
手
渡
さ
れ
、

一
台

一
台
お
は

ら
い
を
受
け
た
車
両
が
場
内
を
周

回
し
ま
し
た
。

村
内
で
働
く
優
良
従
業
員
た
た
え
る

平
成

7
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式

勤
労
感
謝
の
日
に
村
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
村
商
工
会
主
催
の

平
成
7
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
お
人
に
古
寺

福
喜
村
商
工
会
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
来
賓
の
車

田
村
長
と
宗
形
徳
次
村
議
会
産
業

建
設
常
任
委
員
長
か
ら
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
終
了
後
に
は

「迷
い

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
妙
法
寺

住
職
、
鈴
木
務
広
氏
の
記
念
講
演

も
行
わ
れ
、
受
賞
者
ら
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

平成7年12月広報たまかわ

府) 4E 千品 制3 日 中 東

tm4歩S1業釜剖艮主Z 二f 

(有) 5旬
、，

(二片山楠玄双 双島 島 千品

ョ本精密加: 

十良 .Jil- 塩 オミ つ

霊所名葉町 タ， Jシ

震
'l 官日ヨ
島

ィP dシ イシ イシ ィシ イ〉 'シ 申書 t皐 イシ dン
1長 じ

ぞシ L、イシ

工 屋コニ

1も品揚a'; 産 土 ン ユ: 工 寝室 業 食
業 (槻 ヤ (却 Wt~ 付粉 3日7瓦1) 骨羽 堂

神11 {左 刀'τ士t・t哲 1度 草 佐 権 i支 大 有 草 関 大 }コ 逮 持費 須 -1担P日-乱 南 近 介3'1ふ1 荒

校 久す間
オキ 形 j立 町二 久 倉 里子 賀 里子 根 手11 賀 JJ~き 谷 釜

1、ヨ~
候 藤 木

島本百合、

沢
牧
氏

ヨ 美 キ J¥. f司
竹 l出;

田 千
玲 幸 栄

カ
勇iE 

ン {呆 、、、、 重 貴
iF むE 誠 英 正 正 手iJ 雅 i半 、y

み 名
子 子 コ二 夫 -_r 子 子 義 是一正一ー 治 子 幸 政 婦 成 好 子 子 夫 三口と ヨ

ママさんハッスル!!
第13回玉川村家庭バレーボール協会長杯大会
玉川村家庭バレーボール協会(会長 大和田宏)長杯

争奪戦が、 10月18日から11月8日にかけて、村-勤労
者体育センターなどを会場に行われ、各地区の家庭

バレーボール愛好会11チームが出場。ママさ んたち
が心地良い汗を流していました。決勝リーグの結果

は次のとおりです。

園優勝 :小高チーム

圃準優勝:中チーム 北須釜チーム位.3 

虫
歯
な
ん
か
な
い
ヨ

l

大
野
さ
ん
、

第

3
Eよ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

平
成
7
年
度
第
3
回
目
の

「よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が

村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
3

歳
児
健
康
診
査
の
「
歯
科
」
で
虫

歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
、

2
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
を
し
て
い
る
の
は
写
真

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名

8 

石
津
さ
ん
、

2
回
目
の
特
選
日

「
ふ
く
し
ま
緑
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」

県
緑
化
推
進
委
員
会
な
ど
が

主
催
す
る
第
叩
回

「
ふ
く
し
ま

緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
石

津
節
男
さ
ん
(
中
)
の
官
久
の
公
圏
』

が
見
事
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。

「自
然
、
特
に
緑
の
季
節
が
好

き
で
す
ネ
。
こ
れ
は
須
賀
川
市

内
の
公
閣
で
披
っ
た
も
の
で
す
」

と
語
る
石
津
さ
ん
は
、
平
成
5

年
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
特
選

に
入
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
緑
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
催

さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
防
人
か

ら
加
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

囲
碁
で
東
北
大
会
優
勝
日

東
北
地
区
高
校
屈
碁
選
手
権
大
会

青
森
県
八
戸
市
の
は
ち
の
へ
ハ

イ
ツ
で
聞
か
れ
た
第
9
回
東
北
地

区
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

に
、
南
須
釜
の
大
野
久
美
子
さ
ん

(県
立
須
賀
川
桐
陽
高
校
2
年
)

が
禍
島
県
・
女
子
の
代
表
チ
ー
ム

(
3
人
)
の

一
員
と
し
て
参
加
し
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
三
将
」
戦
の
部
で
も
全
勝

し
、
俊
秀
選
手
賞
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
会
に
は
、
東
北
各
県
か

ら
男
女
各
1
チ
l
ム

(
主
将
、
副

将、

一一
一
将
の

3
人
で
構
成
)
ず
つ

計
ロ
チ
!
ム
犯
人
が
出
場
。
盤
上

の
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
区
の
塩
沢
裕
史
君

(
須
賀
川
高
校
2
年
)
も
男
子
チ
ー

ム
副
将
で
出
場
し、

チ
ー
ム
、
倒

人
戦
と
も
準
優
勝
に
輝
き
、
H

玉

川
っ
子
υ

の
活
躍
が
大
い
に
目
立

っ
た
大
会
で
し
た
。

(敬称略)

園女予の部 [2.7km]
1 f立高橋由美子(2年)
2位鈴木文子(3年)

3位有賀利絵(3年)

4位榊校由紀子(2年)

5 f立石森美由紀(2年)

9 

コ‘ールに向かつて
完走します!! 

第1ア国須釜中学校非行間止校内マラソン大会

須釜中学校 (田中孝平校長)と須釜地区防犯協会

(境田孝意会長)主催の非行防止校内マラソン大会

が開かれ、全校生徒130人が参加しました。

この大会は、長距離を走りぬくことで、たくまし

い体力 と我慢強い心を養うことを百的に開催され、

石川警察署などが後援しています。

おもな入賞者は次のとおりです。

.男子の部 [4.2km]
1位石森 猿(3年)

2 f立石森真吾(3年)
3位 相楽 蒸(3年)

4位 大越 強(1年)

5位真野目雄治(2年)



いずみ幼稚園児を募集
すがま

かしこく借りて、しっかり学ぶ

国の教育ローン

平成8年度に入国する玉川村立いず

み、すがま南幼稚園の冨児を募集します。

圃対象児と募集定員

[いずみ幼稚園】

玉川村内に住んでいる平成2年4月2

日から平成3年4月1日までに生まれた

幼児、 120人。

{すがま却稚器]

玉川村内に住んでいる平成2年4月2

日から平成4年4月1日までに生まれた

幼児、 100人。

圃申し込み期間

平成8年1月10巴(水)から 1月24日

(水)まで。

自民申し込み方法

幼稚霞にある入園願書にl必要事頂を記

入して、き幼稚園に申し込んで下さい。

圃その他

EIJかんが必要ですから必ず持参してく

ださい。

※現在、すがま均稚園に入国している園

児(4歳児)が引き続き入居する場合は、

申し込みの必要はありません。

詳しくは、村教青委員会fi57-3101

内線63番まで。

劃盟の教青ローン

次の学級に入若手、在挙される方の保護
者又は本人
・高校、高等専門挙校
・短大、大挙、大若手院
・専修学絞、各種主学校、予備校(許可さ
れたもの)
・盲学校、懇若手授、 養護学校の高等部

利用いただける万|広と
・外国の高等ミ学校、 高等専門挙校、短
期大学、大挙、大雪照(6力月以上の留
苦手に限りまsn
・その他就業務力潟発校などの数寄施
設
中挙校卒業以上で修業年限が6カ月以
上の教青筋設に限ります。

融資金額|挙笠笠徒一人につき150万円以内

利 率|年3.25%(平成7年11月10日現在)

8年以内(在学期間内で元金j居置可能。
但し、 最長4:tj:)

融資期間|
交通遺児家庭はまたは母芸家庭は 1年
の延長が可能

1. 入学院に必委主主浅間(入学時学校納
付金、受験のための箆用、その他入学

のために必要主主務用)
j吏いみちi

2 在学中に必要な費用(復業料等挙校
総付金、下宿代等住居にかかる重量用、

通挙に必要怠"i2'i扇箇)

元利均等毎月払い(ボーナス併用返済、
返済方法|

ステップ返済、半年限[年鍋返済も可能)

(財)教湾資金設資保証墓金または保証人
証l
18以上

郡山市済水台 lT回 6~21号
申込 窓口|国民金激公庫郡山受信

n0249 (23) 7140 

E程

回年金福祉事業団の教育資金賞{寸

この翼付制度は、年金積立金を原資とし

た還元融資の一環として、厚生年金保険及

び国民年金に10:a:以上加入している方が
入学時や在学中の教青費を低利で借りるこ

とができる制度です。

また、ごの賃{すは、前I員の盟民金融公庫の

一般教誇ローンとの併用もできます。

画融資金額

学生・生徒一人につき

・厚生年金保験加入中の万 100万円以内
・国民年金加入中の方 50万円以内
揖融資利率年3.25%C平成7年11月11日

現在)

8年以内(謂霊期間は在挙期
間内で最長4年)

画面お申し込み・問い合わせ先

(社)福患累年金福祉協会fi0248(22)2611

3年間の教青終3時には、高等掌校の卒業資格が得られる自衛隊壬
徒を次により募集しています。

年4月1臼に15歳以上17歳未満の男3
~試験
1次平成8年1月6巴(土)
詳しくは、自衛隊郡山募集事務所企

0249-32-1424へお問い合わせを。

自画受{す期間

平成7年11月1日~平成S:a:l月4
日
画応募資権

中学校卒業(男込み富む)の方で平成8

型返済期間

10 

平成8年度泉保育所

入所希望者を募集

次により平成8年度に泉保笥所へ入所

希望する幼児を募集します。

~対象児と募集定員

満 1歳以よから小掌校就掌前の却兜、

80人。

調保育時間

午前8持30分から午後5時までo

~入所墓準

鈎児の保護者、特に母親が就労、病気

などの理由で保育することができず、更

に悶居している人も保青にあたることが

できない場合。

軍保育料

所得税などの課税額により決められま

す。

画申請期間

平成ア年 1月5日(金)から 1月19日

(金)まで。

画申請場所

玉川村役場住民課

極持参晶

就労証明、印かん、保険証

躍注意事項

引き続き入所在需望する揚合も申請が

i必要です。

詳しくは、役場住民課福祉係官57-

3101内線27香まで。

080 

@月日
平成8年 1月28日(任)
O場所
村就業改善センター

・参加費 500円
O申込期限 1月10日(水)
・詳しくは村公民館まで

九保
一愚
容

一豆
一倍
…

.受付時間

{~ 

圏直の健康とよみ

母親教室

午前9時 15分"-'9時30分

青児教室

午後 1時 -----1時30分

成人病予防教室

午前9時30分'"'-'128寺
1歳6ヶ月児健診

午後 1時 30分"-'2時

保健センター 須公 :須釜公民館

20S(水)

21日〈木)

22日〈金)

?果

ス辛ー霞富開催!
女月日
女場所

肯定員

却
場
町
一
4
キ
丹
ス
恒
機
毎
回

Q
U
門
口
』

成
…
楊
名

平
般
一
有
印

ち
ら
も
参
加
者
は

村
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
さ
れ
る

方
で
す
。

※ 

申
1込
月期
10 限
日
(水)

貴詳しくは村公民館まで

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付を

いただきました。l享く 御礼申し上げます。

記

・/11辺の矢部吉広さんから 2万円

・南須釜の内容房吉さんから 3万円

の和気利雄さんから 1万円

・古の境LI7孝意さんから 10万円

・凶辻新i士iの塩L上i豊さんから 3万円

・ + の渡辺由三さんから 1 Jj円

・村長杯ゴルフコンペ実行委員長、松田功さんから 87.736月

(村社会福祉協議会)

タシ• 

(11月届出分)
年齢 世帯主名

74 吉広

73 三四三

93 房夫

89 孝意

84 豊
91 由三

す
一
山
山
一
樹
雄

3
三

之

幸

幸

博

良

晴ゆ
一
唱
議

輝

昭

安

時

政

秀

哩

博

し
一1
問
:

:

-J

-
P
E
e
-
-

ざ
一什

古川」一-つ一と一で一め一お一生一誕一お一

名
川渚
u

細川
の
哉
h

利水
を希
…恵
人
主
〈

抵
ぺ
瑞
…
拓
い愛
μ

祐

一一理
訪

日

本

田

伯

津

野

部

漂

わ

F
二

庁

3

出

坂

吉

佐

金

大

阿

塩

大

地区

川辺
ヰI

岩法寺
ノノ

南須釜

ノノ

ノノ

ノノ

死亡者氏名

矢部吉富

溝井三四三

扇谷 房次

境田ウメ

塩田寅

渡港 由松

地区

川辺

岩法寺

南須釜

四辻新聞

村のようす
(7年11月1日現在)

管1，764戸(土0)

拡

寺

2 

今

月

の

納

税

固

定

資

産

税

3
期
分

国
民
健
康
保
険
税

6
期
分

国

民

年

金

ロ

月

分

{
納
期
限
は
ロ
月
お
臼
(
丹
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

E
Hす
豆
'v
へ
え
ニ
上
ド
必
ノ

ヨ
)'r干
キ
ノ
奇
f
z
f
p
1
4
7

村
公
民
館

7，711人(+5) 

3，809人(十5)

3，902人(土0)

蛇
の
弓
傘
時
雨
の
日
に
は
さ
さ
ん
か

な
A
フ
で
も
待
っ
て
る
下
駄
箱
の
隅

小
針
み
ね
子

蓑
よ
り
絶
問
も
あ
ら
、
ず
落
ち
つ
ぐ
る

一
雨
は
水
琴
、
宏
、
調
べ
を
も
て
リ
真
弓
五
三
男

戦
争
の
悲
惨
な
る
さ
ま
孫
ら
に
も
諮

り
て
ゆ
か
ん
平
和
の
世
に
は小
針
、
守
次

朝
焼
け
の
一
刷
毛
の
雲
の
輝
き
を
染

め
て
着
せ
た
し
孫
の
晴
れ
若
に
真
弓
は
ん

生
繁
る
ぞ
に
ま
じ
リ
吾
木
呑
深
紅
の

花
が
風
に
起
き
伏
す

小
針
を
里

タ
冷
え
の
厨
に
下
リ
て
子
ら
の
た
め

ま
つ
前
漬
け
の
人
参
さ
、
ぎ
む柳
沼
ツ
ヤ

幾
年
目
か
無
縁
仏
の
墓
標
朽
ち
こ
ぼ

れ
数
き
た
リ
山
萩
の
花
薄
井
は
な
よ

11 
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「
合
同
演
習
も
あ
っ
た

青
年
学
校
」

こ
の
写
真
は
、
川
辺
の
須
藤
利
治

さ
ん
(
苅
歳
、
写
真
最
後
列
右
か
ら

2
番
目
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、

旧
泉
村
・
川
辺
青
年
学
校
の
校
旗
が

で
き
た
時
の
記
念
の
写
真
で
、
昭
和

ロ
年
頃
だ
そ
う
で
す
。
で
」
の
旗
は
、

鈴
木
良
子
先
生
(
現
姓
、
矢
吹
)
の

親
、
鈴
木
四
郎
(
故
人
)
っ
て
い
う

人
が
寄
付
し
て
く
れ
た
物
で
、
そ
れ

ま
で
は
な
か
っ
た
」
と
和
治
さ
ん
。

昭
和
7
年
に
一
部
増
築
さ
れ
た
旧

川
辺
尋
常
小
学
校
々
庭
で
写
っ
て
い

る
方
々
は
、
最
前
列
右
端
が
熊
田
直

政
氏
(
加
の
歳
)
で
、
そ
の
左
側
は
故

味
原
清
寿
さ
ん
(
川
辺
、
味
原
勇
一

氏
の
叔
父
)
更
に
須
藤
正
男
氏
(
打

歳
)
と
続
き
、
校
旗
を
挟
ん
で
左
側

は
故
鈴
木
代
三
郎
さ
ん
(
代
吉
氏
の

父
)
で
、
小
針
金
一
氏
(
花
歳
。
前

列
左
端
)
の
顔
も
見
え
ま
す
。
旗
の

右
横
に
当
時
の
村
長
、
故
矢
部
欣
治

さ
ん
(
欣
一
氏
の
槌
父
)
が
お
り
、

左
横
に
は
狸
森
出
身
の
故
関
根
久
校

長
が
い
ま
す
が
、
と
て
も
勇
ま
し
い

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
む
「
二
十
歳
前

の
若
い
盛
り
の
頃
で
、
溜
一
回
(
半

日
)
の
登
校
は
結
構
楽
し
ガ
っ
た
」

と
語
る
利
治
さ
ん
G

青
年
学
校
は
、
終
戦
と
共
に
自
然

消
滅
し
た
そ
う
で
す
む

fふるさとの心にしみる延命水j

東京都練馬匹

関根タツ子さん(岩法寺出身)

11会員だより-

たまか冬
の
木
枯
ら
し
が
吹
く
師
走
の
月

と
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村
の
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
c

今
年
は
阪
神
大
震
災
か
ら
始
ま

り
、
世
の
中
を
不
安
に
さ
せ
る
大
き

な
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た

が
、
月
日
の
た
つ
の
は
阜
い
も
の
で

今
年
も
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。毎
月
送
ら
れ
て
く
る
「
広
報
た
ま

か
わ
」
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
む
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
、
空
と
緑
が
大
き

く
新
呼
吸
す
る
、
誇
り
高
き
玉
川
村

が
私
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
幸
せ
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

空
港
に
ゆ
く
道
路
か
ら
少
し
そ
れ

た
場
所
の
山
す
そ
に
湧
き
出
る
H

天

然
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
H

は
と
て

も
美
味
し
い
で
す
c

夏
に
帰
省
し
た

際
、
ボ
ト
ル
に
何
本
も
汲
ん
で
持
ち

帰
り
ま
し
た
口
「
延
命
水
」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
た
あ
の
清
水
が
、
い
つ

ま
で
も
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
住
む
線
馬
区
は
芝
の
畑
が
多

い
の
で
す
が
、
最
近
は
畑
の
中
に
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
競
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
埼
玉
県
の
秩
父
方
面

が
近
く
、
手
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
ん
だ

り
、
友
達
同
志
で
秩
父
札
所
巡
り
を

し
て
い
ま
す
。
札
所
巡
り
は
何
年
も

か
け
て
一
番
か
ら
一
一
一
十
一
一
一
番
ま
で
歩

き
、
あ
と
一
ヶ
所
を
残
す
だ
け
と
な

り
、
来
年
の
新
緑
の
頃
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
む

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

御
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
c

12 
盤底華麗醐庭電副書量謹話賓室露牽輩"喜重砲彊髄露盟爾言謹翻譜露覇軍縄露踊Iill覇E臨謡選蜜磁霊




